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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭

の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
社
の
ご
祭
神
・
神
功
皇
后
の
事
績
伝
承
初
見
は
官
撰
史
書
（
国
史
）
で
あ
る
『
古
事
記
』（
和
銅
五
（
七
一
二
）
年

成
立
）
に
続
き
『
日
本
書
紀
』（
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
成
立
）
で
あ
る
が
、
風
土
記
（
含
、
逸
文
）
に
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

風
土
記
（
特
に
摂
津
国
風
土
記
逸
文
）
に
見
え
る
神
功
皇
后
伝
承
を
述
べ
た
い
。

先
ず
、
風
土
記
と
は
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
に
中
央
官
命
（『
続
日
本
紀
』
同
年
五
月
の
条
に
、
⑴
郡
郷
の
名
を
漢
字
二
字
の

好
字
と
せ
よ　

⑵
郡
内
の
産
物
品
目　

⑶
土
地
の
肥
沃
状
態　

⑷
山
川
原
野
の
名
称
の
由
来　

⑸
古
老
の
相
伝
す
る
伝
承
等
を
報

告
せ
よ
、と
見
え
る
）に
基
づ
い
て
、地
方
各
国
庁
で
筆
録
編
述
し
た
報
告
公
文
書
を
い
い
、常
陸
国
風
土
記
に「
常
陸
国
司
解
」（
解げ

と
は
、
地
方
よ
り
中
央
官
庁
へ
の
報
告
公
文
書
の
様
式
を
い
う
）
と
題
し
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
風
土
記
と

は
地
方
の
こ
と
を
書
き
記
し
た
書
物
で
あ
っ
て
、
大
化
の
改
新
（
大
化
元
（
六
四
五
）
年
）
以
降
の
政
治
体
制
を
地
方
政
治
に
も

確
立
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
の
国
史『
日
本
書
紀
』撰
進
の
資
料
収
集
の
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
風
土
記
」
と
い
う
書
名
は
、
平
安
朝
の
三
善
清
行
が
延
喜
十
四
（
九
一
四
）
年
に
執
筆
し
た
「
意
見
封
事
」
の
文

中
に
備
中
国
風
土
記
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
延
長
三
（
九
二
五
）
年
の
太
政
官
符
に
は
、
再
び
風
土
記
を
提
出
せ
よ
と
、
風
土
記

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
奈
良
朝
で
は
風
土
記
と
い
う
書
名
を
確
認
で
き
な
い
。

風
土
記
の
中
で
現
在
古
風
土
記
と
称
さ
れ
る
の
は
、
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
風
土
記
を
い
い
、
後
世
の
風
土
記

（
一
般
に
風
土
記
逸
文
と
い
う
）
と
区
別
し
て
い
う
語
で
、出
雲
国
風
土
記
（
天
平
五
（
七
三
三
）
年
成
立
）
の
全
部
と
常
陸
国
（
養

老
五
（
七
二
一
）
年
成
立
か
）・
播
磨
国
（
霊
亀
二
（
七
一
六
）
年
以
前
成
立
か
）・
豊
後
国
（
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
以
前
成
立
か
）・

肥
前
国
（
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
以
前
成
立
か
）
の
各
風
土
記
の
一
部
を
い
う
。
風
土
記
逸
文
は
二
十
数
ヵ
国
に
わ
た
っ
て
お

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
中
央
に
上
申
さ
れ
た
風
土
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

古
風
土
記
記
載
事
項
以
外
で
の
、
風
土
記
逸
文
の
あ
ら
わ
れ
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
諸
文
献
（
仙せ
ん

覚が
く

律
師
の
『
万
葉
集
註
釈
』（
文
永
六
（
一
二
六
九
）

年
成
立
、
卜う
ら
べ
の
か
ね
か
た

部
兼
方
の
『
釈
日
本
紀
』（
文
永
・
弘
安
頃
（
一
二
六
四
～
一
二
八
七
）
年

頃
成
立
か
）
等
々
に
引
用
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。
ま
た
江
戸
時
代
に
入
り
、

先
行
書
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
風
土
記
記
事
を
引
用
す
る
典
籍
（
林
羅
山
の
『
諸
国
風
土

記
抜
萃
』（
寛
永
（
一
六
二
四
～
四
四
）
年
間
に
成
立
、
今
井
似じ

閑か
ん

の
『
万
葉
緯
』（
享
保

二
（
一
七
一
七
）
年
成
立
か
）、伴
信
友
の
『
古
本
風
土
記
逸
文
』（
天
保
七
（
一
八
三
六
）

年
成
立
か
）
等
々
）
が
多
く
急
増
し
た
。
明
治
以
降
は
武
田
祐
吉
博
士
の
『
風
土
記
』（
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
成
立
）
が
多
く
の
逸
文
を
収
採
し
、
逸
文
の
み
の
研
究
で
は
栗

田
寛
博
士
が
い
る
が
、
現
在
採
択
さ
れ
て
い
る
逸
文
で
疑
わ
し
い
も
の
、
認
め
が
た
い
も

の
は
存
疑
、
参
考
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
の
神
戸
市
兵
庫
区
が
属
す
る
摂
津
の
国
の
風
土
記
は
、
逸
文
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。
摂
津
国
風
土
記
逸
文
に
お
け
る
神
功
皇
后
の
記
事
は
三
話
（
う
ち
参
考
一
話
）
あ

る
が
、
す
べ
て
今
井
似
閑
採
択
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
「
住す
み

吉の
え

」
の
記
事
は
、
住
吉

大
社
の
鎮
座
次
第
に
関
す
る
伝
承
で
、
神
功
皇
后
の
時
代
に
住
吉
大
神
が
現
れ
、
神
と
し

て
住
む
べ
き
よ
き
処
（
鎮
座
す
る
地
）
を
探
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
、
沼ぬ

名な

椋く
ら

の
長
岡

の
前
（
大
阪
市
住
吉
区
・
住
吉
大
社
の
地
）
に
来
た
時
に
、
こ
こ
は
住
む
の
に
よ
い
国
だ
。

「
真ま

住す

み
吉え

し
（
住
む
に
よ
い
）、
住
吉
の
国
」
と
神
社
を
定
め
た
。
後
、
真
住
み
吉
し
が

略
さ
れ
ス
ミ
ノ
エ
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
二
つ
「
美み

奴ぬ

売め

松
原
」
の
記
事
は
、
美
奴
売

は
敏み
ぬ

馬め

と
も
書
か
れ
、
神
戸
市
灘
区
岩
屋
中
町
に
鎮
座
の
敏
馬
神
社
が
あ
る
の
で
、
そ
の

先
の
海
岸
地
で
の
伝
承
で
あ
る
。
ミ
ヌ
メ
は
能
勢
郡
の
美
奴
売
山
（
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢

町
の
三
草
山
）
に
い
た
神
の
名
と
す
る
。
神
功
皇
后
が
筑
紫
に
行
幸
の
時
、
神
々
を
川
辺

郡
神か
ん

前ざ
き

の
松
原
（
尼
崎
市
の
神
崎
川
河
口
）
に
集
め
、
幸
福
（
戦
勝
）
を
求
め
祈
り
を
お

こ
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
神
も
や
っ
て
来
て
「
じ
ぶ
ん
も
助
け
よ
う
」
と
、
美
奴
売
山
に

生
え
て
い
る
杉
の
木
を
伐
採
し
て
船
を
つ
く
り
、
そ
の
船
で
自
分
と
皇
后
と
が
乗
っ
て
い

け
ば
、
幸
福
が
得
ら
れ
る
と
神
託
し
た
。
そ
こ
で
皇
后
は
教
え
の
と
お
り
船
を
造
り
、
そ

の
神
船
に
乗
っ
て
新
羅
を
討
っ
た
後
、
還
っ
て
来
て
、
ミ
ヌ
メ
の
神
を
こ
の
浦
に
祭
り
、

神
船
も
そ
の
神
に
献
上
し
た
。
そ
の
地
を
美
奴
売
と
い
っ
た
と
い
う
。

参
考
と
さ
れ
る
一
つ
に
「
御み

前さ
き

浜
・
武
庫
」
の
伝
承
が
あ
る
。
仲
哀
天
皇
は
三
韓
を
攻

め
ん
と
筑
紫
に
至
っ
た
と
き
崩
御
し
た
。
い
ま
気
比
大
明
神
（
福
井
県
敦
賀
市
曙
町
鎮
座

の
気
比
神
宮
）
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
開
化
天
皇
の
五
世
の
孫
の
息お
き
な
が
の
す
く
ね

長
宿
禰
の

娘
で
あ
る
神
功
皇
后
が
三
韓
を
仲
哀
天
皇
に
代
わ
っ
て
討
と
う
と
さ
れ
た
が
、
産
み
月
で

あ
っ
た
の
で
石
を
腰
裳
に
挿
し
は
さ
ん
で
出
産
を
の
ば
し
、
三
韓
を
従
え
た
後
、
筑
紫
に

て
誉
田
天
皇
（
応
神
天
皇
）
を
産
ん
だ
。
そ
の
の
ち
皇
后
が
摂
津
国
の
廣
田
の
郷
に
い
た

り
廣
田
明
神
（
西
宮
市
大
社
町
鎮
座
の
広
田
神
社
）
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
そ
れ
で
広
田
の

先
の
海
岸
を
御
前
の
浜
と
い
い
、
ま
た
御
前
の
澳お
き

と
い
う
。
そ
の
時
の
兵
器
を
埋
め
た
と

こ
ろ
を
武
庫
と
い
い
、
今
は
兵
庫
と
い
う
。
誉
田
天
皇
は
八
幡
大
神
で
あ
る
と
い
う
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
御
前
浜
・
武
庫
」
伝
承
記
事
文
中
の
、
神
功
皇
后
が
産
み
月
に
石
を
腰
裳
に
挿

し
は
さ
ん
だ
後
、
無
事
皇
子
を
出
産
し
た
と
い
う
伝
承
が
、
神
功
皇
后
と
三
石
神
社
の
石

と
が
結
び
付
き
、
当
社
の
安
産
信
仰
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
中
に
当
社
の

名
が
表
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

風
土
記
の
な
か
の
神
功
皇
后
伝
承
は
、
古
風
土
記
で
は
常
陸
国
に
二
話
、
播
磨
国
に
九

話
、
肥
前
国
に
四
話
、
逸
文
で
は
前
記
の
摂
津
国
に
三
話
を
は
じ
め
、
播
磨
国
に
一
話
、

備
前
国
に
一
話
、
伊
予
国
に
二
話
、
土
佐
国
に
一
話
、
筑
前
国
に
八
話
、
豊
前
国
に
一
話
、

日
向
国
に
一
話
の
伝
承
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

戦
後
、
神
功
皇
后
は
神
話
上
の
人
物
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
実
在
説
を
提
唱
す

る
専
門
家
も
出
て
い
る
（
後
藤
幸
彦
著
『
神
功
皇
后
は
実
在
し
た
―
そ
の
根
拠
と
証
明
―
』

明
窓
出
版
、
河
村
哲
夫
著
『
神
功
皇
后
の
謎
を
解
く
《
伝
承
地
探
訪
録
》』
原
書
房
な
ど
）。

そ
れ
は
九
州
北
部
に
残
さ
れ
て
い
る
社
伝
、
地
域
伝
承
（
貝か
い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

編
纂
『
筑
前
国
続
風

土
記
』（
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
成
立
、
他
に
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』・『
筑
前

国
続
風
土
記
拾
遺
』
な
ど
）、
ま
た
地
名
な
ど
、
多
く
の
神
功
皇
后
伝
承
が
主
張
の
根
拠

と
な
っ
て
い
る
。
常
陸
国
風
土
記
の
「
常
陸
国
司
解
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
偽
証
の
古

老
伝
承
等
を
地
方
官
が
中
央
に
報
告
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
神
功
皇
后
は
実
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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平
成
二
十
八
年
十
一
月

平
成
二
十
八
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。
近
年
子
供
さ
ん
の
貸
衣
装
予
約
の
関

係
か
、
早
々
と
十
月
に
参
拝
さ
れ
る
ご
家

族
も
あ
る
。

当
社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ッ
ク
等
の
記
念
品
も
お
渡
し
し

て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
会
館
二

階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
備
し

て
い
ま
す
。

特設スタジオでの記念写真

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月

平
成
二
十
八
年
十
二
月

新
拝
殿
幕
が
奉
納
さ
れ
る

正
月
事
始
め
に
入
っ
た
十
四
日
、
新
拝

殿
幕
が
奉
納
さ
れ
た
。

従
前
の
拝
殿
幕
は
、
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
六
月
の
皇
太
子
殿
下
ご

成
婚
記
念
に
奉
祝
新
調
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
正
月
・
例
大
祭
・
夏
越
祭
（
夏
祭
）

等
々
の
祭
礼
期
間
中
に
用
い
て
お
り
、
既

に
二
十
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
生
地
の
衰

え
等
に
よ
り
破
れ
箇
所
も
数
カ
所
で
き
た

た
め
、
こ
の
度
新
調
奉
納
し
た
も
の
で
あ

る
。尚

、
奉
納
者
は
、
三
石
神
社
総
代
会
・

同
氏
子
会
・
同
猿
田
彦
会
よ
り
拠
出
し
て

い
た
だ
い
た
。
奉
納
年
月
は
平
成
二
十
九

年
一
月
吉
日
と
記
し
、
平
成
二
十
九
年
の

正
月
よ
り
用
い
て
、
氏
子
崇
敬
者
に
お
披

露
目
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月

平
成
二
十
九
年
一
月

柔
道
選
手
・
阿
部
（
一
二
三
・
詩
）
兄
妹

必
勝
祈
願
参
拝

初
詣
で
賑

わ
う
一
日
、

氏
子
地
区
の

笠
松
通
五
丁

目
生
ま
れ
で

二
〇
二
〇
年

開
催
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
柔
道
界
の

星
と
し
て
注

目
さ
れ
る
阿

部
一ひ

二ふ

三み

（
二
十
歳
・
日
本
体
育
大
学
）
と
妹
の
詩う
た

（
十
七
歳
・
夙
川
学
院
高
校
）
兄
妹
柔
道

選
手
が
当
社
に
必
勝
祈
願
参
拝
し
た
。

年
末
に
東
京
の
日
本
テ
レ
ビ
関
係
者
か

ら
、
柔
道
選
手
の
阿
部
兄
妹
が
氏
神
で
あ

る
当
社
を
参
拝
す
る
の
で
、
そ
の
模
様
を

テ
レ
ビ
取
材
し
た
い
旨
の
連
絡
を
受
け
た
。

阿
部
兄
妹
揃
っ
て
参
拝
し
た
後
、
色
紙

に
サ
イ
ン
奉
納
し
た
後
、
み
く
じ
を
引
い

た
一
二
三
選
手
は
「
大
吉
」
に
大
変
喜
び
、

更
に
祈
願
絵
馬
に「
今
年
一
年
負
け
な
し
」

と
書
き
、
ご
守
護
を
願
っ
て
絵
馬
掛
け
に

吊
る
し
た
。

当
社
ご
祭
神
・
神
功
皇
后
の
勝
運
神
徳

の
ご
守
護
も
あ
り
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た

柔
道
の
世
界
選
手
権
で
は
初
出
場
に
も
拘

新奉納された拝殿幕

阿部兄妹のサイン（色紙）と
一二三選手の柔道世界選手権優勝新聞記事
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わ
ら
ず
期
待
に
た
が
わ
ぬ
柔
道
で
優
勝

（
66
㌔
級
）、
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

妹
の
詩
選
手
も
全
国
高
校
柔
道
選
手
権

で
個
人
（
52
㌔
級
）・
団
体
優
勝
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

今
後
も
日
本
柔
道
界
を
背
負
う
兄
妹
選

手
と
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

尚
、
テ
レ
ビ
放
送
は
関
東
方
面
の
み
、

四
月
三
日
に
放
映
さ
れ
た
の
が
残
念
で

あ
っ
た
。

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

正
月
三
日
、「
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願

祭
」
が
総
代･

氏
子
崇
敬
者
三
十
六
名
の

参
列
の
も
と
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
今
年
一

年
の
参
列
者
各
位
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇

敬
者
更
に
各
事
業
所
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈

願
し
た
。

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
オ
カ
リ
ナ
と
タ

ケ
リ
ー
ナ
の
献
奏
で
あ
る
。
オ
カ
リ
ナ
は

十
九
世
紀
後
半
に
イ
タ
リ
ア
で
考
案
さ
れ

た
容
器
型
フ
ル
ー
ト
（
吹
奏
気
鳴
楽
器
）

で
、
オ
カ
は
ガ
チ
ョ
ウ
、
オ
カ
リ
ナ
は
小

さ
い
ガ
チ
ョ
ウ
を
意
味
す
る
。
陶
製
・
粘

土
製
な
ど
様
々
な
材
質
で
作
ら
れ
、
内
部

は
空
洞
で
、
形
は
長
円
形
、
卵
型
、
日
本

の
郷
土
玩
具
の
鳩
笛
状
な
ど
様
々
あ
り
、

中
央
突
出
部
が
吹
き
口
で
数
個
の
指
孔
が

あ
り
音
色
は
こ
も
っ
た
や
わ
ら
か
い
音
で

オ
ル
ガ
ン
の
閉
管
に
似
て
い
る
。

タ
ケ
リ
ー
ナ
は
、
鹿
児
島
県
の
工
房
で

の
み
作
ら
れ
て
い
る
珍
し
い
竹
の
笛
で
あ

る
。
素
朴
な
が
ら
美
し
い
響
き
に
こ
だ
わ

り
ぬ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
為
、
広
く
宣
伝

も
さ
れ
ず
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
貴

重
な
楽
器
で
あ
る
。

こ
の
度
の
演
者
は
、
昨
年
の
氏
子
崇
敬

者
繁
栄
祈
願
祭
に
も
ご
参
列
い
た
だ
い
た

当
社
の
崇
敬
者
で
、
姫
路
市
在
住
の
オ
カ

リ
ナ
演
奏
家
（
演
奏
歴
約
十
年
）
で
あ
る

北
川
朋
子
先
生
に
よ
り
、
正
月
に
相
応
し

い
「
富
士
山
」
と
、
タ
ケ
リ
ー
ナ
に
よ
る

「
里
の
秋
」
を
献
奏
し
て
い
た
だ
い
た
。

北
川
先
生
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
特
に
参

拝
者
も
初
め
て
聴
く
タ
ケ
リ
ー
ナ
に
よ
る

哀
愁
を
た
だ
よ
わ
せ
た
稀
有
な
音
色
演
奏

に
参
列
者
も
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
た
。

式
典
後
、
参
列
者
一
同
破
魔
矢
を
持
ち
、

鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り
直
会
に

入
っ
た
。

　

年
頭
よ
り
当
社
ご
神
前
に
て
氏
子
崇
敬

者
を
始
め
、
商
店
・
事
業
所
・
会
社
等
の

家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
会
社
事
業
所
安

全
繁
栄
祈
願
祈
祷
を
奉
仕
す
る
と
共
に
、

出
張
祭
典
と
し
て
各
会
社
奉
斎
の
神
棚
前

で
の
新
年
守
護
神
祭
等
を
奉
仕
し
た
。

五
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
係
電
気
通
信
の
工
事

等
を
業
務
と
す
る
朝
長
通
信
㈱
が
例
年
通

り
年
頭
安
全
繁
栄
祈
願
に
参
拝
し
た
。
参

拝
者
十
四
名
を
代
表
し
て
朝
長
社
長
が
玉

串
奉
奠
し
て
、
会
社
・
現
場
事
務
所
の
繁

栄
と
高
所
・
地
下
作
業
等
の
現
場
作
業
の

安
全
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。

尚
、
当
社
で
は
会
社
等
団
体
参
拝
は
、

特
別
祈
祷
と
し
て
、
そ
の
代
表
者
に
「
特

別
参
拝
芳
名
帳
」
に
署
名
を
い
た
だ
い
て

ご神前でのオカリナ演奏奉納

珍しいタケリーナ楽器

鳥居前での記念写真

玉串拝礼する朝長社長
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い
る
。
こ
の
芳
名
帳
は
更
に
ご
守
護
あ
る

よ
う
一
年
間
に
亘
り
毎
月
一
日
の
月
次
祭

の
ご
神
前
に
奉
奠
す
る
と
共
に
、
神
社
参

拝
記
録
と
し
て
永
久
保
存
文
書
に
し
て
い

る
。平

成
二
十
九
年
三
月

平
成
二
十
九
年
三
月

造
船
所
内
、
新
事
務
所
棟
（
Ｅ
ビ
ル
）

竣
工
修
祓
式
斎
行

十
六
日
、
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所

構
内
で
五
十
四
名
参
列
の
も
と
、
新
事
務

所
棟
た
る
Ｅ
ビ
ル
の
竣
工
修
祓
式
が
斎
行

さ
れ
た
。

Ｅ
ビ
ル
は
神
戸
造
船
所
地
区
の
新
事
務

所
棟
と
し
て
鉄
骨
造
七
階
建
延
床
面
積
約

の
今
後
の
安
全
と
事
業
の
繁
栄
を
祈
願
し

た
。マ

ン
シ
ョ
ン
起
工
地
鎮
祭
斎
行

三
十
日
、
兵
庫
区
吉
田
町
三
丁
目
で

二
十
二
名
参
列
の
も
と
、
共
同
建
替
事
業

の
「
エ
ク
セ
ル
御
崎
公
園
レ
ガ
ー
ロ
」
の

起
工
地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

建
物
は
、
全
室
か
ら
海
が
望
め
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
六
階
建
で
、
二
十
五
世

帯
入
居
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
共
同
住

宅
で
あ
る
。

当
日
は
設
計
・
監
理
の
大
土
呂
巧
建
築

設
計
事
務
所
の
大
土
呂
代
表
が
苅
始
の
儀
、

事
業
主
で
あ
る
㈱
岡
三
地
所
の
岡
社
長
が

穿
初
の
儀
、
施
工
者
の
岡
・
今
津
特
別
共

一
二
、三
一
四
㎡
の
建
屋
を
新
築
し
た
も

の
で
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
に
起

工
（
地
鎮
）
安
全
祈
願
祭
を
斎
行
し
、
長

期
の
工
事
も
事
故
無
く
順
調
に
運
び
竣
工

修
祓
式
を
迎
え
た
。

当
日
は
祭
主
（
建
築
主
）
の
三
菱
重
工

業
㈱
機
械
・
設
備
シ
ス
テ
ム
ド
メ
イ
ン
の

長
谷
川
執
行
役
員
・
副
ド
メ
イ
ン
長
以
下

同
社
ご
来
賓
、
入
居
会
社
と
な
る
三
菱
重

工
業
㈱
総
合
研
究
所
、
三
菱
重
工
サ
ー
マ

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
・
三
菱
重
工
メ
カ
ト
ロ

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
設
計
会
社
の
菱
重
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
＆
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
㈱
、
施

工
会
社
で
あ
る
㈱
大
林
組
の
参
列
を
得
て
、

前
記
各
会
社
代
表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
、

長
期
に
亘
っ
た
工
事
の
無
事
故
・
無
災
害

を
感
謝
す
る
と
共
に
、
Ｅ
ビ
ル
入
居
会
社

同
企
業
体
の
岡
・
今
津
両
社
長
が
鍬
入
れ

の
儀
を
執
り
行
っ
た
後
、
前
記
関
係
会
社

を
始
め
神
戸
市
住
宅
都
市
局
市
街
地
整
備

部
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
・
浜
山
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
金
平
地
区
運
営
協

議
会
・
浜
山
婦
人
会
等
々
の
各
代
表
が
玉

串
拝
礼
し
て
、
平
成
三
十
年
三
月
末
迄
の

長
期
工
事
中
の
無
事
故
・
無
災
害
と
早
期

の
完
売
を
併
せ
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月

平
成
二
十
九
年
四
月

絵
画
二
点
奉
納
さ
れ
る

二
十
五
日
、
井
上
桂
子
先
生
よ
り
額
縁

店
を
通
じ
二
点
の
絵
画
が
奉
納
配
達
さ
れ

た
。作

品
は
公
募
展
に
出
品
さ
れ
た
日
本
画

竣工修祓式祭場神事

起工地鎮祭前の会場

マンション完成予想図

新築されたＥビル
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の
「
牡
丹
」
と
水
墨
画
の
「
桜
」
で
、
共

に
五
〇
号
の
大
作
で
あ
る
。

奉
納
作
者
で
あ
る
井
上
先
生
は
、
神
戸

市
北
区
に
在
住
で
、
学
生
時
代
か
ら
水
墨

南
画
、
日
本
画
の
両
先
生
に
師
事
し
、
日

本
画
柏
樹
会
に
所
属
し
て
雅
号
も
柏
華
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
先
生
の
画
歴
は
、
全

国
規
模
の
公
募
展
を
始
め
、
兵
庫
県
展
、

こ
う
べ
市
民
美
術
展
等
々
に
入
賞
、
入
選

す
る
と
共
に
個
展
（
四
回
）
も
開
催
し
、

現
在
は
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
は
が
き

絵
」
教
室
で
の
指
導
を
す
る
な
ど
精
力
的

神
戸
造
船
所
の
青
野
総
務
グ
ル
ー
プ
長
の

来
賓
挨
拶
を
賜
り
、乾
杯
、直
会
に
入
っ
た
。

二
十
七
日
土
曜
日
午
前
八
時
よ
り
、
各

地
区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し
、

午
後
一
時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役

員
・
自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子

供
み
こ
し
四
基
が
神
輿
唄
を
声
高
ら
か
に

唄
い
な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡
幸
し
、
午
後

四
時
半
を
以
て
無
事
終
了
し
た
。
尚
、
例

年
通
り
事
故
の
無
き
よ
う
各
子
供
み
こ
し

に
は
自
社
雇
の
ガ
ー
ド
マ
ン
五
名
や
、
兵

庫
警
察
署
派
遣
の
八
名
の
警
察
官
ら
が
警

備
と
交
通
整
理
に
あ
た
っ
た
。

二
十
八
日
の
日
曜
日
、
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る
神
幸

に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

宮
司
と
井
上
先
生
と
の
出
会
い
は
、
神

戸
市
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
井
上
先
生
の
実
家
が
神
道
で
あ

る
と
知
ら
さ
れ
、
そ
の
後
、
実
父
様
の
神

葬
祭
を
ご
奉
仕
す
る
と
い
う
ご
縁
に
始
ま

り
、
更
に
実
母
様
の
葬
儀
を
も
ご
奉
仕
し
、

ま
た
各
年
慰
霊
祭
も
務
め
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
お
付
き
合
い
の
中
、

先
生
の
絵
画
活
動
を
知
り
、
作
品
の
奉
納

の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
こ
の
度
の
奉

納
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

尚
、
両
作
品
共
に
、
当
神
社
会
館
に
掲

示
し
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月

平
成
二
十
九
年
五
月

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

大
祭
前
の
四
月
二
十
七
日
の
神
戸
新
聞

朝
刊
の
「
神
戸
の
春
祭
り
・
五
月
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
兵
庫
区
欄
に
当
社
の
祭
礼
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

大
祭
日
の
二
十
六
日
金
曜
日
、
午
後
六

時
か
ら
の
例
祭
に
は
、
区
内
神
職
の
ご
助

勤
奉
仕
に
よ
り
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者

二
十
四
名
の
参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
巫

女
に
よ
る
神
前
神
楽
も
奉
納
し
厳
粛
に
斎

行
し
た
。
後
、
会
館
二
階
に
て
三
菱
重
工

式
が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午
後
二
時

前
よ
り
明
石
市
大
久
保
町
わ
か
ば
の
凩
龍

之
介
君
（
十
七
歳
）
扮
す
る
猿
田
彦
の
勇

壮
な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿
の
総
代

や
、
和
田
岬
小
学
生
達
の
直
垂
装
束
の
神

宝
持
役
十
四
名
、
吉
田
中
学
校
生
男
女

六
十
名
（
男
子
三
十
名
、
女
子
三
十
名
）

に
よ
る
本
神
輿
舁
上
げ
役
、
化
粧
を
し
た

宮
司
太
刀
持
役
で
あ
る
兵
庫
区
笠
松
通
五

丁
目
の
渡
辺
昇
正
君
（
和
田
岬
小
五
年
）、

そ
し
て
各
地
区
子
供
み
こ
し
四
基
、
総
勢

約
二
〇
〇
人
の
神
幸
式
大
行
列
が
出
発
し
、

約
二
時
間
半
か
け
て
氏
子
内
を
巡
幸
し
た
。

沿
道
見
学
の
氏
子
の
人
達
も
、
黄
色
い

声
を
張
り
上
げ
る
女
子
中
学
生
の
参
加
しスタジアム前での記念写真

日本画「牡丹」
水墨画「桜」
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た
本
神
輿
行
列
に
元
気
と
希
望
を
も
ら
っ

た
と
感
謝
し
て
い
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
の
総
代
始
め
氏
子
三
地
区
の
人
達

又
猿
田
彦
会
員
達
約
四
〇
名
の
出
席
に
よ

る
合
同
直
会
が
開
催
さ
れ
、
無
事
神
幸
式

が
斎
行
で
き
た
喜
び
で
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。平

成
二
十
九
年
六
月

平
成
二
十
九
年
六
月

岐
阜
県
海
津
市
へ
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

本
年
の
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行
は
、
岐

阜
県
海
津
市
方
面
へ
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
実
施
し
た
。

十
一
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
含
め
総
代
・

氏
子
崇
敬
者
二
十
四
名
（
北
部
氏
子
会
五

名
・
南
部
氏
子
会
八
名
・
東
部
氏
子
会
五

名
・
猿
田
彦
会
一
名
・
崇
敬
者
三
名
）
の

参
加
の
も
と
、
先
ず
海
津
市
平
田
町
に
鎮

座
し
「
お
ち
ょ
ぼ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
千
代
保
稲
荷
神
社
を
参
拝

し
た
。
境
内
は
狭
い
が
お
稲
荷
さ
ん
を

祀
っ
て
い
る
の
で
商
売
繁
盛
・
家
内
安
全

の
ご
利
益
が
あ
り
、
参
道
に
は
川
魚
料

理
・
漬
物
・
串
カ
ツ
・
草
餅
な
ど
の
店
が

約
一
二
〇
軒
も
並
び
、
毎
日
が
縁
日
の
よ

う
な
賑
わ
い
で
年
間
二
〇
〇
万
人
以
上
の

参
拝
が
あ
る
と
い
う
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て

直
ぐ
に
細
縄
に
取
り
付
け
た
油
揚
げ
と
ロ

ウ
ソ
ク
売
場
が
あ
る
。
参
拝
者
は
そ
れ
を

求
め
て
本
殿
前
の
賽
銭
箱
上
に
お
供
え
し

て
祈
願
す
る
と
ご
利
益
を
授
か
る
と
い
う
。

但
し
、
お
供
え
さ
れ
る
油
揚
げ
の
数
も
多

い
た
め
、
関
係
者
が
直
ぐ
撤
去
し
、
元
の

売
場
に
戻
す
の
を
見
た
旅
行
参
加
者
は
感

心
な
の
か
、
あ
き
れ
た
の
か
「
さ
す
が
お

稲
荷
さ
ん
や
、
え
え
商
売
し
と
る
」
と
も

ら
し
て
い
た
。
参
道
の
串
カ
ツ
店
な
ど
を

食
べ
歩
く
参
加
者
も
い
る
な
ど
、
結
構
参

拝
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
参
道
の
端
に
あ
る
川
魚
料
理
店

「
や
ま
と
新
館
」
で
、
ナ
マ
ズ
料
理
を
昼

食
と
し
た
。
黒
焦
げ
の
ナ
マ
ズ
に
箸
を
付

け
れ
る
か
心
配
し
た
が
、
御
婦
人
方
も
楽

し
み
つ
つ
旺
盛
に
食
し
て
い
た
。

昼
食
後
は
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
を

訪
れ
、
集
合
記
念
写
真
を
撮
っ
て
入
館
し

た
。
館
内
で
は
特
に
、
木
曽
川
・
長
良
川
・

揖
斐
川
の
河
川
に
囲
ま
れ
、
水
位
よ
り
低

い
高
須
輪わ

中じ
ゅ
うの
人
々
の
水
害
・
塩
害
と
の

戦
い
、
土
地
改
良
な
ど
に
よ
る
低
湿
地
農

業
に
必
死
に
取
り
組
み
、
水
害
か
ら
暮
ら

し
を
守
っ
た
人
々
の
歴
史
を
学
ん
だ
。

次
に
全
国
に
鎮
座
す
る
津
島
神
社
の
総

本
宮
で
、
建
速
須
佐
之
男
命
を
主
祭
神
と

す
る
津
島
神
社
を
自
由
参
拝
し
た
。
そ
の

神
社
の
末
社
・
菅
原
社
境
内
に
、
当
社
と

同
じ
く
「
三
ツ
石
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
船

の
形
を
し
た
三
つ
の
石
で
、
神
の
降
臨
す

る
と
こ
ろ
、
御
座
所
と
す
る
磐
座
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
旅
行
参
加
者
も
当

社
と
同
様
の
三
ツ
石
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

海津市歴史民俗資料館での記念写真

猿田彦の踊り

お千保稲荷神社本殿前
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神
功
皇
后
が
三
ツ
石
を
磐
座
と
し
た
当
社

の
正
し
き
由
緒
を
再
認
識
し
た
よ
う
で
あ

る
。帰

路
に
御
在
所
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
買

物
な
ど
を
し
、
遠
路
で
あ
っ
た
が
無
事
に

帰
神
し
た
。

三
菱
電
機
守
護
神
社
の
本
殿
遷
座
祭
斎
行

二
十
七
日
、
三
菱
電
機
㈱
神
戸
製
作
所

守
護
神
と
鎮
座
す
る
天
照
皇
大
神
社
の
本

殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

神
戸
製
作
所
で
は
平
成
十
七
年
三
月
、

新
社
殿
に
更
新
建
立
し
た
際
に
も
本
殿
遷

座
祭
を
斎
行
し
た
が
、
こ
の
度
は
既
存
覆

屋
根
を
撤
去
及
び
新
設
、
木
製
玉
垣
か
ら

石
製
玉
垣
へ
の
更
新
、
参
道
敷
石
の
補
修

等
の
改
修
工
事
に
併
せ
、
社
の
基
礎
補
修

と
台
座
補
修
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
、

三
石
神
社
を
仮
殿
と
定
め
、
既
に
本
年
三

月
に
工
事
安
全
祈
願
祭
併
せ
仮
殿
遷
座
祭

を
斎
行
し
た
が
、
無
事
に
各
工
事
も
竣
工

し
本
日
の
本
殿
遷
座
祭
斎
行
と
な
っ
た
。

ま
ず
午
後
二
時
半
、
供
奉
員
と
な
る
総

務
部
社
員
参
加
の
も
と
、
本
番
に
用
い
る

行
障
・
絹
垣
を
手
に
「
お
ー
」
と
警
蹕
を

か
け
な
が
ら
の
遷
御
の
習
礼
（
練
習
）
を

行
っ
た
。

薄
暗
く
な
っ
た
午
後
七
時
、
斎
服
の
宮

司
を
始
め
祭
員
（
禰
宜
）、
神
戸
製
作
所

代
表
者
、
供
奉
員
奉
仕
社
員
等
が
所
定
の

座
に
着
き
、
雅
楽
の
音
と
共
に
消
灯
し
た

中
、
祭
員
の
祓
い
を
先
頭
に
、「
御
」（
ご

神
体
）
を
奉
持
し
た
宮
司
を
囲
む
よ
う
に

行
障
・
絹
垣
が
静
々
と
厳
か
に
本
殿
に
進

行
し
、
参
列
者
一
同
は
低
頭
し
て
迎
え
た
。

入
御
後
境
内
は
点
灯
さ
れ
、
神
前
に
神
饌

を
供
え
、
宮
司
祝
詞
奏
上
、
更
に
中
西
総

務
部
長
が
祭
詞
奏
上
の
後
、
玉
串
奉
奠
を

行
い
、
神
饌
の
撤
去
、
お
社
の
閉
扉
を
し
、

一
同
お
社
に
一
礼
し
た
後
、
神
酒
拝
戴
で

本
殿
遷
座
祭
神
事
を
終
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
七
月

平
成
二
十
九
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
海
の
日
の
祝
日
と
あ
っ
て
会
社
関
係

の
不
参
も
あ
っ
た
が
、
総
代
・
氏
子
崇
敬

者
十
九
名
の
参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
上

野
順
子
琉
球
舞
踊
研
究
所
神
戸
支
部
員
に

よ
る
琉
球
舞
踊
二
曲
（
か
じ
ゃ
で
ぃ
風
、

加
那
ョ
ー
）
が
神
前
奉
納
さ
れ
た
。

「
か
じ
ゃ
で
ぃ
風
」
は
、
祝
宴
の
祝
儀

（
祝
福
）
舞
踊
で
、
国
の
安
泰
を
願
う
と

共
に
長
寿
を
寿
ぎ
子
孫
繁
栄
を
喜
び
、
扇

を
用
い
て
大
ら
か
に
舞
う
古
典
舞
踊
の
一

つ
で
、
二
曲
目
の
「
加
那
ョ
ー
」
は
、
男

女
の
愛
情
を
大
ら
か
に
謳
い
あ
げ
る
筋
の
、

明
治
期
に
創
作
さ
れ
た
賑
や
か
で
コ
ミ
カ

ル
な
動
き
が
人
気
の
雑
舞
踊
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
琉
球
舞
踊
神
前
奉
納
の
後
、
参

列
者
代
表
各
位
が
玉
串
奉
奠
し
た
。

更
に
、
境
内
に
設
け
た
「
大
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
神
事
で
は
、
宮
司
・
禰
宜
に
続
き

参
列
者
一
同
が
「
蘇
民
将
来
、蘇
民
将
来
」

と
唱
え
つ
つ
左
・
右
・
左
と
三
度
く
ぐ
り

夏
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
後
、
会
館
二

階
に
て
参
列
議
員
の
挨
拶
・
乾
杯
発
声
で

直
会
を
執
り
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
参
列
者
は
神
職
手
作
り
で
無
病
息
災

の
ご
利
益
あ
る
「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」

を
授
与
さ
れ
お
開
き
と
し
た
。

当
日
は
神
戸
新
聞
社
の
記
者
が
夏
越
祭

取
材
に
来
社
。
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
の

神
戸
新
聞
朝
刊
の
「
新
五
国
風
土
記
ひ
ょ

う
ご
彩
祭
」
の
欄
に
、
夏
越
祭
の
記
事
と

高
田
総
代
を
先
頭
に
境
内
大
茅
の
輪
を
く

絹垣にて本殿遷御を奉仕する総務部社員

遷座後の本殿前神事

神戸新聞の茅の輪
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ぐ
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月

平
成
二
十
九
年
八
月

権
禰
宜
の
個
展
開
催

一
日
よ
り
六
日
の
間
、
神
戸
市
中
央
区

北
野
坂
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

当
社
権
禰
宜
小
林
晴
美
（
雅
号
・
美
鳳
）

の
第
三
回
目
（
平
成
十
四
年
・
三
石
神
社

会
館
二
階
に
て
開
催
、
平
成
二
十
三
年
・

篠
山
市
ギ
ャ
ラ
リ
ー
惠
山
に
て
開
催
）
と

な
る
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。

一
回
目
は
水
墨
画
を
含
め
書
作
品
を
中

心
に
展
示
、
二
回
目
は
墨
彩
画
を
含
め
日

本
画
を
中
心
に
展
示
、
今
回
は
七
年
程
前

よ
り
、
書
は
前
衛
書
、
日
本
画
は
抽
象
画

を
画
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
を

合
わ
せ
二
十
六
点
が
展
示
さ
れ
た
。

美
鳳
の
前
記
以
外
の
画
歴
は
、
書
部
門

で
は
兵
庫
県
展
（
一
回
）、
こ
う
べ
市
民

美
術
展
（
二
回
）、兵
庫
県
書
道
展
（
十
一

回
）
の
入
選
を
始
め
、
宇
野
雪
村
賞
全
国

書
道
展
で
は
入
選
（
二
回
）、
佳
作
受
賞

（
二
回
）
し
、
日
本
画
部
門
（
含
水
墨
画
）

で
は
、兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
公
募
展（
七

回
）、
こ
う
べ
市
民
美
術
展
（
八
回
）、
篠

山
市
展
（
十
回
）
の
入
選
を
始
め
百
花
創

作
展
で
は
兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
ま
た
美
鳳
作
品
は
三
石
神

社
は
勿
論
の
こ
と
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
の

松
浦
一
酒
造
㈱
、
京
都
府
京
都
市
の
松
尾

大
社
、
石
川
県
加
賀
市
の
宗
寿
寺
、
愛
知

県
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮
、
島
根
県
松
江

市
の
松
江
護
国
神
社
な
ど
に
も
奉
納
さ
れ

て
い
る
。

期
間
中
は
遠
方
の
姫
路
市
・
篠
山
市
な

ど
か
ら
の
来
場
も
含
め
約
一
五
〇
名
の

方
々
が
鑑
賞
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
人
の

女
子
高
校
生
が
各
作
品
の
制
作
方
法
な
ど

を
細
か
く
質
問
し
、
二
時
間
ほ
ど
鑑
賞
し

て
く
れ
、
美
鳳
の
作
品
に
強
い
関
心
を

持
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
と
喜

ん
で
い
た
。

尚
、
産
経
新
聞
、
毎
日
新
聞
に
は
こ
の

個
展
開
催
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
九
月

平
成
二
十
九
年
九
月

大
型
油
脂
類
貯
蔵
タ
ン
ク

更
新
・
増
設
工
事
竣
工
式
斎
行

二
十
九
日
、
東
灘
区
魚
崎
西
町
の
ニ
ッ

ケ
ル
．
エ
ン
ド
．
ラ
イ
オ
ン
ス
㈱
住
吉
営

業
所
構
内
に
於
い
て
大
型
油
脂
類
貯
蔵
タ

ン
ク
更
新
増
設
工
事
竣
工
安
全
祈
願
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

神前奉納の琉球舞踊

構内仮設テント内での神事

個展案内状

個展会場風景
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港
湾
運
送
・
油
脂
化
成
品
類
取
扱
・
輸

出
入
事
業
等
々
を
営
む
ニ
ッ
ケ
ル
．
エ
ン

ド
．
ラ
イ
オ
ン
ス
㈱
は
、
住
吉
営
業
所
で

油
脂
化
成
品
類
の
取
扱
い
を
行
っ
て
お
り
、

昭
和
四
十
一
年
に
設
け
た
六
基
の
貯
蔵
タ

ン
ク
を
此
度
撤
去
更
新
し
、
新
た
に
三
基

を
増
設
し
た
。
更
新
増
設
さ
れ
た
新
九
基

の
タ
ン
ク
は
、
時
世
の
大
型
化
と
利
用
顧

客
ニ
ー
ズ
に
合
せ
、
加
温
用
設
備
等
も
設

け
、
動
植
物
性
油
脂
を
共
に
取
り
扱
う
こ

と
が
出
来
る
。
タ
ン
ク
下
部
は
ス
テ
ン
レ

ス
製
、
そ
の
他
は
ス
チ
ー
ル
製
で
、
総
貯

蔵
容
量
三
、五
九
一
㎘
と
な
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
に
起
工
地
鎮
祭
を

斎
行
し
、
既
設
タ
ン
ク
の
撤
去
、
又
新
タ

ン
ク
の
新
設
等
の
併
用
工
事
で
、
一
期
、

二
期
と
分
け
た
工
事
も
事
故
無
く
進
み
、

竣
工
を
迎
え
た
。

当
日
は
構
内
に
祭
場
を
設
け
、
施
主
の

ニ
ッ
ケ
ル
．
エ
ン
ド
．
ラ
イ
オ
ン
ス
㈱
江

口
社
長
を
始
め
、
同
社
の
親
会
社
、
油
脂

メ
ー
カ
ー
、
商
社
等
の
ご
来
賓
二
十
名
と

設
計
・
施
工
会
社
を
含
め
計
三
十
四
名
参

列
の
も
と
、
新
タ
ン
ク
の
清
め
祓
い
も
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
、
各
代
表
が
玉
串
奉
奠

し
て
今
後
の
安
全
と
事
業
の
隆
昌
を
祈
念

し
た
。

尚
、
竣
工
式
に
先
立
つ
八
月
十
一
日
、

住
吉
営
業
所
大
型
油
脂
類
保
管
タ
ン
ク
九

基
更
新
・
新
設
工
事
竣
工
奉
告
並
び
に
稼

働
安
全
祈
願
の
た
め
、
江
口
社
長
ほ
か
五

名
が
当
社
を
参
拝
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月

平
成
二
十
九
年
十
月

全
国
戦
没
学
徒
追
悼
祭
に
参
列

二
十
一
日
、
台
風
二
十
一
号
の
影
響
に

よ
る
雨
天
の
中
、
禰
宜
が
南
あ
わ
じ
市
阿

万
塩
屋
町
の
大
見
山
に
あ
る
若
人
の
広
場

公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
三
回
全
国
戦

没
学
徒
追
悼
祭
に
、
兵
庫
県
神
道
青
年
会

役
員
と
し
て
参
列
し
、
太
平
洋
戦
争
で

学
び
半
ば
で
動
員
さ
れ
犠
牲
と
な
っ
た

二
十
万
人
余
の
学
徒
達
の
御
霊
を
慰
霊
し

て
冥
福
を
祈
り
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
た
。

こ
の
追
悼
祭
は
、「
全
国
戦
没
学
徒
を

追
悼
す
る
会
」
の
主
催
で
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
十
月
二
十
一
日
に
学
徒

出
陣
壮
行
会
が
東
京
・
明
治
神
宮
外
苑
競

技
場
で
行
わ
れ
た
の
に
ち
な
み
、
二
十
一

日
を
追
悼
祭
日
と
定
め
、
終
戦
五
十
年
の

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
。

当
日
の
追
悼
祭
は
、
兵
庫
県
知
事
（
代

理
）
を
始
め
約
一
五
〇
名
の
参
列
の
も
と
、

神
道
青
年
近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
近
畿
圏
内
の
青
年
神
職
達
が

神
式
に
て
斎
行
さ
れ
る
が
、
宗
派
の
枠
を

超
え
て
戦
没
学
徒
の
方
々
に
慰
霊
を
す
る

た
め
、
斎
主
の
祭
詞
、
主
催
幹
事
長
等
の

追
悼
文
奏
上
後
、
海
上
自
衛
隊
の
ラ
ッ
パ

隊
が
慰
霊
記
念
塔
に
向
っ
て「
国
の
鎮
め
」

等
三
曲
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
が
あ
り
、
続
い
て

巫
女
が
「
み
た
ま
慰
め
の
二
人
舞
」（
―

や
す
ら
か
に　

ね
む
れ
と
ぞ
お
も
ふ　

君

の
た
め　

い
の
ち
さ
ゝ
げ
し　

ま
す
ら
を

の
と
も
―　

こ
の
御
歌
は
、
香
淳
皇
后
が

昭
和
十
二
年
、
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
ら

れ
た
多
く
の
護
国
の
英
霊
・
戦
没
者
の
上

を
お
偲
び
に
な
ら
れ
て
お
詠
み
に
な
ら
れ

た
も
の
で
す
）
を
奉
奏
し
、
更
に
僧
侶
に

よ
る
般
若
心
経
読
経
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋

に
よ
る
讃
美
歌
奉
唱
な
ど
が
あ
り
、祭
主
・

参
列
者
代
表
に
よ
る
玉
串
拝
礼
、
献
花
の

儀
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
還
魂
の
儀
を
以
っ

て
神
事
を
終
了
す
る
。

尚
、
若
人
の
広
場
公
園
の
慰
霊
塔
・

永
遠
の
と
も
し
び
に
は
、「
こ
の
広
場
は
、

太
平
洋
戦
争
（
昭
和
十
六
年
―
二
十
年
）

で
戦
没
し
た
学
徒
ら
若
人
を
記
念
し
て
、

昭
和
四
十
二
年
に
建
設
さ
れ
た
。
当
時
の

学
徒
は
、
国
と
民
族
の
危
急
に
の
ぞ
ん
で

さ
ま
ざ
ま
な
軍
需
工
場
で
の
生
産
や
、
あ

る
い
は
武
器
を
取
っ
て
戦
場
に
向
か
っ
た
。

そ
の
数
は
四
〇
〇
万
人
に
お
よ
ん
だ
。
そ

れ
は
十
四
才
か
ら
二
十
二
才
の
男
女
学
徒

で
あ
る
。
彼
ら
は
各
々
の
持
ち
場
で
、
生

竣工した新タンク群

昨年の慰霊塔を望む追悼祭
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命
が
果
て
る
ま
で
ひ
た
む
き
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
肉
身
や
民
族
を
思
う
ひ
た
ぶ
る

な
情
熱
と
意
思
に
さ
ゝ
え
ら
れ
て
い
た
彼

ら
は
、
人
間
と
し
て
真
実
で
あ
る
こ
と
を

懸
命
に
欲
し
て
い
た
。
戦
い
が
終
っ
て
、

二
〇
万
人
の
学
徒
は
死
に
、
再
び
学
舎
に

は
も
ど
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
永
遠
の
灯
は
、

若
く
し
て
死
せ
る
そ
の
生
命
を
い
た
む
た

め
に
、
ま
た
そ
の
生
命
が
願
っ
た
も
の
を

道
標
と
し
て
次
の
若
い
世
代
に
伝
え
る
た

め
に
こ
の
広
場
で
、
永
遠
に
燃
え
つ
づ
け

る
。　

若
人
よ
不
純
の
劫
火
を
消
せ　

若

人
よ
不
屈
の
理
念
を
燃
や
せ　

若
人
は
こ

こ
に
巨
歩
を
発
す
る
の
だ
」
と
説
明
板
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
公
園
内
施
設
は
昭
和

四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
に
世
界
的
著
名

な
丹
下
健
三
氏
の
設
計
に
よ
り
建
築
さ
れ
、

慰
霊
塔
は
学
徒
の
象
徴
と
し
て
ペ
ン
先
を

模
し
た
高
さ
二
十
五
ｍ
の
塔
で
、
併
設
の

展
示
資
料
館
は
塹
壕
を
モ
チ
ー
フ
に
建
設

さ
れ
、
戦
没
学
徒
の
遺
品
な
ど
様
々
な
物

境内の奉賛芳名掲示板

丹下健三氏設計の慰霊塔

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

社
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
・
銅
板

御
寄
進
者
ご
芳
名

　（
含　

申
込
・
分
納
・
追
加
、

　
　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
か
ら

平
成
二
十
九
年
十
月
末
日
ま
で
）

順
不
同
・
敬
称
略
　
　銅板寄進案内板

趣
意
と
お
願
い

　
現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣
工
し

て
、
五
十
五
年
と
な
り
ま
す
。

銅
板
の
寿
命
は
約
五
、六
十
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅
板
屋
根

の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々
様

に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）
を
お
願

い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の
お

名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大
神
の
ご

加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴
家
の
益
々
の

弥
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
た
く
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
十
月
ま
で

  

シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

下
の
写
真
は
、
兵
庫
の
「
語
り
つ
ご
う

戦
争
」
展
の
会
（
代
表
・
妙
法
華
院
住
職

新
間
智
照
）
が
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）

年
十
月
に
発
刊
し
た
写
真
集
『
神
戸
空
襲

の
傷
痕
―
樹
と
石
と
大
地
に
刻
ま
れ
た

―
』
に
、「
三
石
神
社
の
石
灯
篭
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
の
写
真
説
明
文
（
文
責
・
神
田
敏

正
）
に
は
、
―
三
月
十
七
日　

本
朝
一
時

警
報
発
令　

Ｂ
２
９
ノ
編
隊
少
数
機
先ま

ず

神

戸
上
空
ニ
侵
入
各
種
焼
夷
弾
爆
弾
ヲ
混
用

無
差
別
爆
撃
ヲ
行

お
こ
な
ヒ　

旧
兵
庫
地
区
ノ
殆ほ
と

ン
ド
全
地
域
灰か
い

燼じ
ん

ニ
皈き

シ　

当
神
社
モ
亦ま
た

稲
荷
社
ヲ
除
ク
本
殿
拝
殿
社
務
所
ハ
烏う

有ゆ
う

ニ
皈き

ス
（『
石
蕗
の
迹
―
社
務
日
誌
が
語

る
和
田
岬
の
終
戦
前
後
―
』小
林
友
博
編
）。

石
灯
篭
の
傘
（
笠
）
に
焼
夷
弾
が
直
撃
、

掘
れ
た
と
こ
ろ
を
モ
ル
タ
ル
で
補
修
し
た

あ
と
が
残
っ
て
い
る
。
―
と
記
さ
れ
て
い

る
（
筆
者
一
部
訂
正
加
筆
、
以
下
同
）。

こ
の
石
灯
篭
は
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
直

ぐ
に
あ
る
。
正
面
に
「
卬
徳
」（
神
様
の

ご
神
徳
を
仰
ぐ
の
意
）
と
標
さ
れ
、
裏
面

に
は
「
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
庚
辰

三
月
、
発
起
人
（
神
田
甚
兵
衛
ほ
か
二
十
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名
）
の
名
が
刻
ま
れ
一
対
物
と
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

焼
夷
弾
直
撃
の
石
灯
篭
は
、
鳥
居
（
正

面
左
側
の
柱
の
下
部
が
変
色
し
て
い
る
の

は
、
こ
れ
も
神
戸
空
襲
に
よ
る
戦
火
の
跡

で
あ
る
）
を
く
ぐ
っ
た
左
側
の
石
灯
篭
で

あ
る
。
今
も
笠
に
黒
く
変
色
し
た
モ
ル
タ

ル
部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

尚
、
本
年
九
月
二
十
五
日
、
神
戸
大
空

襲
戦
跡
を
後
世
に
周
知
さ
せ
る
べ
く
説
明

高
札
も
立
て
た
。

更
に
、『
石
蕗
の
迹
―
社
務
日
誌
が
語

る
和
田
岬
の
終
戦
前
後
―
』
に
は
、「
空

襲
ノ
終
リ
頃こ

ろ

ヨ
リ
造
船
所
付
近
ニ
敵
機
侵

入　

最
初
社
務
所
大
玄
関
ニ
ヱ
レ
ク
ト
ロ

ン
五
・
六
発
落
下
シ　

防
空
壕
ヨ
リ
出
テ

空
地
ニ
避
難
セ
ン
ト
セ
シ
杉
村
社し

ゃ

司し

母
堂

　

肩
先
ニ
一
弾
命
中　

人
事
不
省
ト
ナ
ラ

レ
杉
村
社
司
ハ　

発
火
中
ノ
ヱ
レ
ク
ト
ロ

ン
焼
夷
弾
ヲ
手
ヅ
カ
ミ
ニ
テ
外
ニ
投な

げ

出だ

サ

レ
シ
タ
メ
両
腕　

額
面
等
ニ
火ひ

焼や
け

シ
ツ
ツ

　

小
林
社し

ゃ

掌し
ょ
うト
共
ニ　

消
火
シ
事
ナ
キ
ヲ

得
タ
ル
ヲ
以
テ　

母
堂
ノ
手
当
ヲ
ナ
シ
タ

ル
モ　

間
モ
ナ
ク
皈き

幽ゆ
う

サ
ル　

然
ル
ニ
又

焼
夷
弾　

玄
関
並
大
広
間
等
ニ
落
下
シ　

敢
闘
モ
終つ

い

ニ
効
ナ
ク
炎
上
セ
シ
ヲ
以
テ
御

神
體
ノ
御
遷
座
ニ
着
手　

杉
村
社
司
抱
キ

マ
ツ
リ　

小
林
社
掌
警
護
ノ
上
一
旦
笠
松

通
六
丁
目
焼
跡
ニ
御
動
座　

折
カ
ラ
ノ
ツ

ム
ジ
風
並
ニ
降
ル
火
ノ
粉
ノ
中
ニ
ア
ッ
テ

御
神
体
ノ
御
安
全
ヲ
守
護
シ　

午
前
五
時

過
吉
田
国
民
学
校
校
長
室
ニ
御
避
難

写真集「神戸空襲の傷痕」と焼夷弾直撃の当社石灯篭

恙つ
つ
がナ
ク
御
安
置
申
も
う
し
上あ

グ　

職
員
避
難
前

迄
ハ　

本
殿
並
ニ
拝
殿
ニ
ハ
焼
夷
弾
等
ノ

敵
弾
ノ
落
下
ヲ
認
メ
ズ　

社
域
ニ
各
種
焼

夷
弾
小
型
爆
弾
等
数
十
発
ノ
落
下
シ
タ
ル

ヲ
認
ム　

今
回
ノ
空
襲
ニ
ヨ
リ　

当
社
氏

子
地
全
滅
ス
」
と
、
焼
夷
弾
が
雨
あ
ら
れ

の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
様
子
や
、
親
族
の
焼

夷
弾
直
撃
に
よ
る
帰
幽
の
中
に
も
拘
わ
ら

ず
、
神
職
と
し
て
奉
仕
使
命
感
を
持
っ
て

御
神
体
を
守
護
す
る
行
動
な
ど
が
簡
潔
に

記
さ
れ
、
当
時
の
惨
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

終
戦
記
念
日
（
八
月
十
五
日
）
に
近
い

日
、
母
子
連
れ
が
訪
れ
、「
戦
争
の
遺
跡

は
何
処
に
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。

終
戦
後
七
十
二
年
も
過
ぎ
、
戦
争
遺
跡
を

訪
ね
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
戦
争
の

残
虐
さ
、
い
ま
わ
し
さ
の
跡
を
後
世
に
残

し
、
再
び
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た
起

こ
さ
せ
な
い
を
肝
に
銘
じ
、
永
久
平
和
を

希
求
し
た
い
。

  
シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

『
兵
庫
探
検
・
民
俗
編
』

本
書
は
神
戸
新
聞
社
か
ら
四
十
五
年
前

の
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
に
発
刊
さ
れ
て

い
る
。
著
者
は
神
戸
新
聞
社
学
芸
部
兵
庫

探
検
民
俗
編
取
材
班
で
あ
る
。

本
書
の
「
ま
と
め
」
に
、「
民
俗
行
事

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
社
会
、
そ
の
地
域

で
偶
然
だ
れ
か
の
発
明
で
起
こ
っ
た
り
、

突
然
発
生
し
た
り
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。」
と
伝
承
の
歴

史
を
述
べ
、
ま
た
「
あ
と
が
き
」
で
、『
兵

庫
探
検
』
は
「
文
字
と
し
て
残
さ
れ
な
い

古
く
か
ら
の
伝
承
や
習
俗
が
急
速
に
消
失

し
つ
つ
あ
り
、
緊
急
に
県
下
の
悉
皆
調
査

の
必
要
に
迫
ら
さ
れ
て
い
た
」、更
に
「
昭

和
四
十
年
代
の
民
俗
記
録
と
し
て
価
値
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
貴
重
な
兵
庫
県
民
俗
誌



三　石　さ　ん 平成 29 年 12 月　（  ）　19　号13

で
あ
る
。

さ
て
本
書
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
項
の

資
料
編
・
神
戸
市
の
条
に
、「
三
石
神
社

　

七
月
一
七
日
が
夏
越
し
祭
り
。
チ
ガ
ヤ

を
巻
き
つ
け
た
直
径
二
㍍
ほ
ど
の
輪
を
つ

く
り
、神
官
が
お
は
ら
い
を
し
た
の
ち「
み

な
づ
き
の
、
な
ご
し
の
は
ら
え
す
る
人
は
、

千
歳
の
命
の
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
〝
夏
越

し
の
歌
〟
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
そ
の
輪

を
三
回
く
ぐ
り
抜
け
る
。
参
拝
者
は
そ
の

輪
か
ら
チ
ガ
ヤ
を
抜
い
て
小
さ
な
輪
を
作

り
、
お
宮
か
ら
い
た
だ
い
た
蘇
民
将
来
子

孫
と
書
い
た
お
札
を
く
く
り
つ
け
、
持
ち

帰
っ
て
軒
に
さ
す
と
、
病
よ
け
の
ま
じ
な

い
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
ひ
と
形

に
名
前
と
年
齢
を
書
い
て
納
め
る
。」
と
、

当
社
の
「
夏
越
祭
」
記
事
が
見
ら
れ
、
同

書
「
ひ
ょ
う
ご
民
俗
暦
」
の
項
の
七
月

十
七
日
に
「
茅
の
輪
―
兵
庫
区
・
三
石
神

社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
誕
生
儀
礼
」
の
項
の
資
料
編
・

神
戸
市
の
条
に
、「
三
石
神
社
は
、
神
功

皇
后
が
臨
月
で
三
韓
征
伐
に
出
か
け
ら
れ

た
と
き
、
三
個
の
小
石
を
腰
に
は
さ
ん
で

安
産
を
祈
っ
た
と
い
い
、
神
功
皇
后
が
祭

神
。
安
産
の
祈
祷
に
お
参
り
し
、
三
つ
の

石
を
い
た
だ
い
て
帰
る
。
お
産
が
始
ま
る

と
家
族
が
神
社
に
来
て
手
水
ば
ち
の
水
を

手
で
す
く
い
、
全
部
新
し
い
水
に
取
り

替
え
る
と
安
産
す
る
と
い
う
。」
と
記
さ

れ
、
三
つ
の
石
の
入
っ
た
安
産
お
守
り
は

今
も
授
与
し
て
い
る
が
、
手
水
ば
ち
の
こ

と
は
早
く
廃
れ
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

更
に
「
三
石
神
社
の
祈
石
」
お
守
り
の
写

真
も
掲
載
さ
れ
、「
神
功
皇
后
の
故
事
か

ら
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
と
安
産
の
守
り

に
な
る
と
い
う
。」
と
の
説
明
も
記
さ
れ

て
い
る
。

平
成
三
十
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　

一　

日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　

三　

日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

　
　

琴
演
奏
奉
納

浜
田
静
代
・
近
藤
眞
佐
子
両
先
生

五
月
二
十
五
日　

例
大
祭

　
　

二
十
六
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　

二
十
七
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　

十　

日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

　
　
（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
四
日　

秋
祭（
天
照
皇
大
神
祭
）

各
月　

一　

日　

月
次
祭

十
一
月
中　
　
　

七
五
三
詣

三
石
神
社
諸
祈
祷
ご
案
内

【
殿
内
個
人
祈
祷
】

（
殿
内
に
お
け
る
各
種
祈
祷
）

家
内
安
全
、
病
気
平
癒
、
安
産
、
初

宮
詣
、
七
五
三
詣
、
学
業
成
就
、
厄

除
、
交
通
安
全
、
そ
の
他

【
会
社
・
事
業
所
安
全
繁
栄
祈
祷
】

（
会
社
・
事
業
所
団
体
祈
祷
は
事
前

ご
予
約
願
い
ま
す
）

【
出
張
祭
典
】

（
諸
準
備
の
為
、
事
前
ご
予
約
願
い

ま
す
）

起
工
・
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
竣
工
式
、

入
居
清
祓
式
、
神
棚
祭
、
各
種
安
全

祈
願
祭
、
そ
の
他
（
含　

神
葬
祭
）

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
三
丁
目
三

−

十

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇


